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位置情報に基づく順番制御による通信効率の向上 














MAC プロトコルの提案が大きな課題となっている.  
本研究では先行研究における提案手法 SCP をもとに改
善を行い,新たな手法 SCAP(Sequential Communication by 
Acknowledgement Protocol)を提案する. SCAP は SCP と同
様に IEEE802.11 の無線 LAN 規格の MAC 層に着目し, 実際
の位置情報に基づいて通信を制御することで, 高トラフ
ィック下において高速化を実現するプロトコルである. 
本研究では, シミュレーションソフト NS3 を用いて従来
手法との通信効率の比較を行い,結果の考察を行った. 
2 従来手法の問題点 































3. 無 事 に 送 信 で き た 場 合 , 送 信 先 か ら の
ACK(Acknowledgement)を受け取る. 













ここでは,従来方式の CSMA/CA と提案手法 SCAP の比較
を行う.比較に用いる指標は通信の効率を表すスループッ
トである.ここで端末は 10m 間隔で二直線に配置しており, 
通信範囲は半径 75m とした(総端末数 30台).また,本研究
において全端末は静止した状態とする.  
以上を踏まえて,マルチホップ環境において二車線モデ
ルでシミュレーションを行った結果を図 1 に示す.  
















図 1 : トラフィックの増大によるスループットの変化 
